
（＊順位は数値の大きいものからの順。） 

 

１ 出  生 

 本県の出生数は１１，５５４人で、前年の１１，７２３人より１６９人減少した。出生率(人口千対)は、８．０で、前年と

同率であった。また、全国と比べると０．８ポイント下回り、全国順位は４３位(前年４４位)であった。 

 全国の出生数は１，１１０，７２１人で、前年の１，１２３，６１０人より１２，８８９人減少した。出生率は８．８で、前年

の８．９を０．１ポイント下回った。 

 本県の合計特殊出生率は１．３５で、前年と同率であった。また、全国と比べると０．０６ポイント上回り、全国順

位は２５位（前年２７位）であった。 

 全国の合計特殊出生率は１．２９で、前年と同率であった。 

 

２ 死  亡 

 本県の死亡数は１４，３７２人で、前年の１３，９９５人より３７７人増加した。死亡率(人口千対)は９．９で、前年の

９．６を０．３ポイント上回った。 

また、全国と比べると１．７ポイント上回り、全国順位は１１位(前年１２位)であった。 

 全国の死亡数は１，０２８，６０２人で、前年の１，０１４，９５１人より１３，６５１人増加した。死亡率は８．２で前年

の８．０を０．２ポイント上回った。 

 

３ 乳児死亡 

 本県の乳児死亡数は２７人で、前年の４５人より１８人減少した。乳児死亡率(出生千対)は２．３で、前年の３．８

を１．５ポイント下回った。また、全国と比べると０．５ポイント下回り、全国順位は４４位(前年２位)であった。 

 全国の乳児死亡数は３，１２２人で、前年の３，３６４人より２４２人減少した。乳児死亡率は、２．８で前年の３．０

を０．２ポイント下回った。 

 

４ 新生児死亡 

 本県の新生児死亡数は１７人で、前年の３０人より１３人減少した。新生児死亡率(出生千対)は１．５で、前年の

２．６を１．１ポイント下回った。 

また、全国と比べると、同率となり、全国順位は２６位(前年１位)であった。 

 全国の新生児死亡数は１,６２２人で、前年の１，８７９人より２５７人減少した。新生児死亡率は１．５で、前年の

１．７を０．２ポイント下回った。 

 

５ 自然増加  

 本県の自然増加数は△２，８１８人で、昨年の△２，２７２人より５４６人減少し、６年連続マイナスとなった。自然

増加率(人口千対)は△１．９で、前年の△１．６を０．３ポイント下回った。 

 また、全国と比べると、２．６ポイント下回り、全国順位は３９位(前年３９位)であった。 

 全国の自然増加数は８２，１１９人で、昨年の１０８，６５９人より２６，５４０人減少した。自然増加率は０．７で、前

年の０．９を０．２ポイント下回った。 

 



６ 死  産 

 本県の死産数は３６９胎（自然死産１６０胎、人工死産２０９胎）で、昨年の４１５胎（同１６３胎、同２５２胎）より４６

胎（同３胎、同４３胎）減少した。死産率（出産（出生＋死産）千対）は３０．９で、前年の３４．２を３．３ポイント下回っ

た。 

 また、全国と比べると、０．９ポイント上回り、全国順位は２０位(前年１３位)であった。 

 全国の死産数は３４，３６５胎で、前年の３５，３３０胎より、９６５胎減少した。死産率は、３０．０で、前年の３０．５

を０．５ポイント下回った。 

 

７ 周産期死亡 

 本県の周産期死亡数は５９件（妊娠満22週以後の死産５１胎、早期新生児死亡８人）で、前年の７３件（同５０

胎、同２３人）より１４件減少（同１胎増加、同１５人減少）した。周産期死亡率(出産（出生＋妊娠満22週以後の死

産）千対）は５．１で、前年の６．２を１．１ポイント下回った。 

 また、全国と比べると、０．１ポイント上回り、全国順位は２４位（前年４位）であった。 

 全国の周産期死亡数は５，５４１件で、前年の５，９２９件より３８８件減少した。周産期死亡率は５．０で、前年の

５．３を０．３ポイント下回った。 

 

８ 婚  姻 

 本県の婚姻件数は６，９２４組で、前年の７，１３０組より２０６組減少した。婚姻率(人口千対)は４．８で、前年の

４．９を０．１ポイント下回った。 

 また、全国と比べると、０．９ポイント下回り、全国順位は４０位（前年４２位）であった。 

 全国の婚姻件数は７２０，４１７組で、前年の７４０，１９１組より１９，７７４組減少した。婚姻率は５．７で、前年の

５．９を０．２ポイント下回った。 

 

９ 離  婚  

 本県の離婚件数は３，４２９組で、前年の３，６４５組より２１６組減少した。離婚率(人口千対)は２．３７で、前年の

２．５０を０．１３ポイント下回った。 

 また、全国と比べると、０．２２ポイント上回り、全国順位は５位（前年６位）であった。 

 全国の離婚件数は２７０，８０４組で、前年の２８３，８５４組より１３，０５０組減少した。離婚率は２．１５で、前年の

２．２５を０．１０ポイント下回った。 

 

表１ 人口動態総覧 

 

青       森       県 全 国

実              数
対前年比

率 実  数

平成16年 平成15年 差引増減 平成16年 平成15年
平成16年

（Ａ） （Ｂ） (A)-(B) (前年=100) （Ａ） （Ｂ）

出  生 11,554 11,723 △169 98.6 8.0 8.0 1,110,721

死  亡 14,372 13,995 377 102.7 9.9 9.6 1,028,602



 

表２ 合計特殊出生率 

 

表３ 三大死因 

 

 

 

 
乳児死亡数 27 45 △18 60.0 2.3 3.8 3,122

 新生児死亡数 17 30 △13 56.7 1.5 2.6 1,622

自然増加数 △2,818 △2,272 △546 124.0 △1.9 △1.6 82,119

死  産 369 415 △46 88.9 30.9 34.2 34,365

 
自然死産 160 163 △3 98.2 13.4 13.4 14,288

人工死産 209 252 △43 82.9 17.5 20.8 20,077

周産期死亡 59 73 △14 80.8 5.1 6.2 5,541

 

妊娠満22週以降の
死産

51 50 1 102.0 4.4 4.2 4,357

早期新生児死亡 8 23 △15 34.8 0.7 2.0 1,184

婚  姻 6,924 7,130 △206 97.1 4.8 4.9 720,417

離  婚 3,429 3,645 △216 94.1 2.37 2.50 270,804

 平成１6年 平成１5年

合計特殊出生率(青森県) 1.35 1.35

 死因分類名 死亡数(人)
死亡率 

(人口10万対) 
全国順位

全死因に 
対する割合(%)

1位 悪性新生物 4,327 298.8 9 30.1

2位 心 疾 患 2,240 154.7 13 15.6

3位 脳血管疾患 2,045 141.2 9 14.2


